
令和６年度農作業事故発生状況（10 月末現在） 

令和６年11月18日 

農 産 園 芸 課 

１ 概  要 

 ○ 調査期間 令和６年４月１日～令和６年 10 月 31 日 

 ○ 事故状況 事故件数：54 件（死亡７件、重傷 18 件、軽傷 28 件、不明１件） 

                死亡者数：７人 

昨年同時期に比べ、事故総数－11 件、死亡事故＋３件、重傷事故＋３件 

 

２ 死亡事故（10 月末までの報告分） 

発生日 市町村名 年齢／性別 事故内容及び原因等 

6/12 小千谷市 70代男性 

一人で田植え作業をしていた作業者が戻らないた

め、家族が様子を見に行ったところ、呼吸がない

状態で発見。死亡原因は不明 

8/18 津南町 80代男性 

耕うん機上でうつ伏せの状態で発見。死亡原因は

不明だが、熱中症や急性疾患による心肺停止の可

能性あり 

8月 佐渡市 70代男性 

乗用草刈機が柿の木にぶつかった状態で停止して

おり、草刈機のそばで倒れている状態で発見。死亡

原因は不明 

9/7 新潟市 60代男性 

１人でトラクターにて耕うん中、何らかの原因で

トラクターに轢かれたと考えられる。通行人によ

り発見 

9/14 佐渡市 30代男性 

稲刈り作業中、コンバインがぬかるみにはまり、操

縦者がコンバインから降りた際に転倒。駆け寄っ

た被災者が動き出したコンバインの下敷きとなっ

た。 

9/17 佐渡市 80代男性 ビニールハウス内で熱中症となった。 

9/28 佐渡市 不明 
常用草刈機の下敷きになった状態で発見（詳細は

不明） 

  

３ 事故状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 60 代以上で事故が多く発生しています。熟練農業者の方も要注意！ 
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死亡 重傷 軽傷 不明



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 事故の原因は様々です。その日の作業にどんな危険があるか、作業前に 

   確認（想定）し、その対策を考えた上で作業に臨みましょう。 

 

◆重傷事故の概要（９、10 月報告分） 

〇 コンバインによるもの 

 ・ 稲わら掃除中に指を巻き込まれたこと等による指の欠損が３件、転覆し下敷き 

になったことによる骨折が１件 

〇 草刈機によるもの 

・ エンジンがかかったままの刃が他者に接触したことによる負傷が１件 

〇 その他農機（乾燥調製機械）によるもの 

 ・ 籾摺り機のベルトに指を挟んだこと等による指の欠損、骨折が２件 

〇 転倒・転落によるもの 

 ・ 除草剤散布中の転倒による骨折が１件、作業所２階からの転落による骨折が１ 

  件 

 

【研修開催のお知らせ】 

 農作業において、毎年、死亡事故を含む事故が多く発生していることを受け、 

県では、令和７年１月に農作業安全に関する研修会を開催します。 

 研修内容、申込方法については、以下の HP か別紙を御確認ください。 

 

≪研修案内 HP≫ 

https://www.pref.niigata.lg.jp/site/nouen/070122kenshu.html 
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原因別

死亡 重傷 軽傷 不明


